






要旨:本年度は前回の調査から確実 B 群の診断の遅れの理由、確実 B 群の入院期間が 1 ケ

月以上となる理由、および確実 B群、容疑例において多く見られる症状の組み合わせを中

心に、 2 群間の臨床所見の相違点を検討した。

 調査方法は前回の協力施設のうち、確実 B の症例があった 7 施設に依頼し、確実 B 9 例

およぴ容疑例 23 例について、主要症状の種類、出現病日、検査値異常の持続期間を調査

した(表 1)。例数が少ないため統計的な有意差は得られなかったが、傾向を認めたのは、

(1)川崎病を疑ったときの症状数で、確実 B が 3、容疑例は 4 であった。これは診断の厳

正さを心掛けている表れと考えられる。 (2) CRP が正常化した病日が容疑例より確実 B

群が長い傾向を認めた。また確実 Bでは拡大した冠動脈心エコー上変動が止まるまで入院

観察を続ける傾向が見られた。この 2つの要因により確実 Bの入院期間が延びると考えた。


